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当サイトは、自由にデータの追加が可能。新たなデータと連携させることで活用の可能性
が広がる。
【都市構造可視化計画サイトの特徴】

①時間経過を表現できる
→例えば交通状況を毎時単位など短時間ごとに表現すれば、交通状況、混雑度
などの把握が容易になる

② 比較が容易
→時間経過だけでなく、属性による傾向の変化にも応用できる。例えば、人の
移動に着目すると、年齢、職業などでも行動（拘束時間）が異なるため、属
性毎の詳細なデータを用意すれば、具体的な行動の特性が見えてくる。

【更なる改善案：500メートル四方のメッシュの形状を変更できると、更に便利に】

・都市計画可視化計画サイトは表示するスケール（縮尺）が自由であり、拡大
表示をしても詳細に土地利用の状況が映される。

・ﾒｯｼｭを細分化できれば、限られたエリアに限定した使い方も可能。

・四角形以外で表現できれば、既往調査と条件設定を整合を図ると検討の可
能性が広がる。 例）ﾒｯｼｭをﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査（小ゾーン）に合わせる。
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都市構造可視化計画サイト×ＩｏＴ・ＩＣＴ技術を活用した調査データ

例：モバイル通信記録を活用した人口分布調査

・携帯基地局を経由した過去の通信記録を活用

→ 極めて客観性が高い人口分布データ

・24時間、1時間単位で取得、年単位でも集計可能

・男女、年代、居住地などの属性の把握が可能

（個人情報の扱いに対する対応済み）

・ＯＤデータの取得も可能（人口流動調査）

都市構造可視化計画サイトと連携できれば…

→路線バスの負荷等の課題共有

→各企業にオフピーク通勤の呼びかけ などにも活用可
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